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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年2月19日(2015.2.19)

【公表番号】特表2013-512925(P2013-512925A)
【公表日】平成25年4月18日(2013.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-018
【出願番号】特願2012-542218(P2012-542218)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  37/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  39/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  37/48     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   37/14     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   39/06     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   37/48     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年12月25日(2014.12.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　〔実施例１〕
　事前に乾かし、その後０．３％のアルミニウムを溶解した、１１２．３ｇのフェノール
をオートクレーブに入れた。ラフィネート‐３ストリームを、温度１１８℃で、３ｇ／分
の割合で６０分間、反応器に充填した。ラフィネート‐３ストリーム中のイソブチレン含
有率は８７％であり、イソブタンが１２％、ｎ－ブタンが０．５％であった。ラフィネー
ト‐３ストリーム中のブテン含有率は０．３％であった。温度は１℃／分の割合で冷却し
、３時間後に７０℃になった。残りの反応時間では、温度は７０℃に保たれた。総反応時
間は５時間であった。５時間後の粗生成物中の２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール
（「２，６－ＤＴＢＰ」）の生成量は７６％であった。最終の粗生成物中の２，６－ＤＴ
ＢＰ生成量は７６％であった。本実験におけるイソブチレンとフェノールの分子比は、２
．０６：１であった。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　〔実施例２〕
　純粋イソブチレンおよび純粋イソブタンを混合して製造した合成ラフィネートストリー
ムが、以下の実験で使用された。本実施例では、実施例１と類似の実験が行われた。但し
、イソブチレン９０％およびイソブタン１０％を含有する合成ラフィネストリームが使用
された。反応温度は２．５時間の間１１８℃に設定し、その後７０℃に冷却した。粗生成
物中の２，６－ＤＴＢＰ生成量は、５時間後に７７％であった。本実験におけるイソブチ
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レンとフェノールの分子比は２．２３：１であった。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　〔実施例５〕
　１２９ｇの乾燥したフェノールを、イソブチレン７８．５％、１－ブテン１．１％、お
よびイソブタン２０．４％を含有するラフィネートストリームと、０．３％のアルミニウ
ム触媒を利用して反応させた。最初の反応温度は９０℃であった。合成ライフィネートを
４ｇ／分の割合で最初の３２分間反応器に満たした。ラフィネート注入２０分後に、１．
１℃／分の割合で温度が上昇し、１２１℃になった。６５分間、温度を１２１℃で安定さ
せ、その後、１℃／分の割合で反応を９０℃まで冷却した。冷却期間の初めに、イソブチ
レンを含有するラフィネートが、４ｇ／分の割合で２０分間添加された。その後の反応の
温度は９０℃に保たれた。総反応時間は５時間であった。本実験におけるイソブチレンと
フェノールの分子比は、２．２５：１であった。最終粗生成物における２，６－ＤＴＢＰ
の生成量は８３．２％であった。２－ｓｅｃ－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールの含有量
は０．０３％で、最初のラフィネート成分１－ブテンの０．９４％の反応を表している。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　〔実施例６：比較実施例〕
　イソブチレン７９％、１－ブテン１％、およびイソブタン２０％を含有する合成ラフィ
ネートストリームが、事前に乾かし、０．３％の溶解アルミニウムを含む１２７ｇのフェ
ノールに添加された。反応時間全体において、反応温度は１３０℃に保たれた。当該ラフ
ィネートは、４ｇ／分の割合で３５分間添加された。１３０℃で４０分間反応を行い、そ
の後、ベント工程で圧力を下げ、未反応のラフィネートを除去した。４ｇ／分の割合でさ
らに３５分間、追加のラフィネートを添加した。イソブチレンを反応器に入れた量に基づ
くイソブチレンとフェノールの分子比は、２．８３：１であった。粗生成物における２，
６－ＤＴＢＰの生成量は、５時間後に５８．３６％であった。２－ｓｅｃ－６－ｔｅｒｔ
－ブチルフェノールの含有量は０．０７％であり、最初のラフィネート成分１－ブテンの
３．９％が反応したことを表している。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　〔実施例７〕
　本実験は、実施例６に従って行われた。但し、以下に記載の点は変更されている。温度
は、１３０℃～１５０℃に変更した。温度上昇に伴う圧力増大を調整するために、１２７
ｇのフェノールに代えて１０１ｇのフェノールを使用した。ラフィネートは、３ｇ／分の
割合で４５分間添加された。１５０℃で半時間反応を行い、一度反応器のベントを開放し
た後、追加のラフィネートを３ｇ／分の割合で２０分間添加した。反応器に追加されたイ
ソブチレンの量に基づくイソブチレンとフェノールの最終分子比は、２．６：１であった
。粗生成物中の２，６－ＤＴＢＰの生成量は、５時間後に６１％であった。２－ｓｅｃ－



(3) JP 2013-512925 A5 2015.2.19

６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールの量は、０．０６％であり、最初のラフィネート成分１
－ブテンの３．９％が反応したことを表している。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　〔実施例８〕
　本実験は、実施例７に従って行われた。但し、反応温度は１５０℃～１７０℃に変更し
た。粗生成物中の２，６－ＤＴＢＰの生成量は、５時間後に２７％であった。２－ｓｅｃ
－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールの含有量は０．２０％であり、最初のラフィネート成
分１－ブテンの１９．６％が反応したことを表している。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　〔実施例９〕
　事前に乾かし、その後５．６ｇのトリエチルアルミニウムを溶解した１５０ｇのＯＴＢ
Ｐを、冷却バスに接続した被覆ガラス製圧力反応器に入れた。バスの温度は２０℃に設定
した。イソブチレン７９％、イソブテン１９．５％、および１－ブテン１．５％を含有す
る合成ラフィネートを、１ｇ／分の割合で７０分間満たした。イソブチレン添加の間（反
応の最初の１時間）の温度は、反応につながる発熱線のため３５℃であった。最初の１時
間が経過した後から反応の最後までの反応温度は２０℃であった。粗生成物中の２，６－
ＤＴＢＰの生成量は、４時間後に８９％であった。イソブチレンとＯＴＢＰの分子比は１
：１であった。反応中に得られた最大圧力は、２５ｐｓｉｇであった。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　〔実施例１０〕
　本実験は、実施例９に従って行われた。但し、ラフィネートは０．３３ｇ／分の割合で
処理され、反応温度は１０℃に保たれた。粗生成物中の２，６－ＤＴＢＰの生成量は、４
時間後に９３％であった。反応中に得られた最大圧力は１５ｐｓｉｇであった。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　〔実施例１１〕
　本実験は、実施例１０に従って行われた。但し、反応温度は５℃に保たれた。粗生成物
中の２，６－ＤＴＢＰの生成量は、４時間後に８０％であった。反応中に得られた最大圧
力は、１２ｐｓｉｇであった。
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